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はじめに 

 

 現在多くの県連盟ではさまざまな国との派遣交流やイベントへの参加交流等が実施

されており、同時に海外からもスカウトが来日し、日本のスカウトとの交流が進められ

ています。そのなかでもホームステイは一番の人気プログラムです。「ホームステイ」

の価値は充分に理解されているなかで、現実に受け入れる事になると多くの不安があり、

担当するとなるとその準備に戸惑う家庭が多い事も事実です。 

 今年はいよいよ第 23 回世界ジャンボリーが開催され、総数 3 万人を超えるスカウト

達が山口県きらら浜にやってきます。そして約 8000 名のスカウト達がホームステイに

日本全国各地を訪れます。すべての県連をあげて海外のスカウト達に楽しんでもらえる

ようホームステイプログラムを準備しています。これは私たちが海外へ行くたびにお世

話になった恩返しでもありますが、日本のスカウトが他の世界を自分自身で感じ、なお

かつ日本の事を再確認するチャンスでもあります。 

 「ホームステイ」とはお互いの国の風俗・習慣にふれ体験することで相互理解を深め、

心のつながりが持てる最高の国際理解の場でもあるのです。スカウト運動の「すべての

国の青少年との相互理解を図り、友情を育むため、国際活動に努める」という理念をま

さに実行する場なのです。 

２１世紀を担う青少年に世界を開きましょう、世界を体験する機会を提供して行きま

しょう。 

 

平成２７年５月 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 国際委員会 

 

 

 

＊ この手引は必要最低限の内容に留めています。各県連盟、地区における様々な情報については

所属する各県連盟および地区にお訊ねください。 
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１．ホームステイとは 

 

 外国人を自分の家庭に招いて宿泊させ、生

活体験をしてもらうことを“ホームステイ”

と言います。ホームステイをする外国人を「ゲ

スト」と言い、「ゲスト」を受け入れる家庭を

「ホストファミリー」と言います。 

 

 ゲスト（外国スカウト）を自宅に泊めてお

もてなしをする事は、ゲストに日本の普通の

生活様式を体験してもらいながら日本の文化

を理解する場を提供するという事を目的とし

ています。ホストファミリーにとっては、ゲ

ストへの生活体験提供を通した国際交流と外

国文化理解を行う良い機会となります。 

 

 「スカウト」としてお互い理解しあい、交

流を深めること、外国スカウトと心のつなが

りをもつこと、これがホームステイの意義な

のです。第２１回世界スカウトジャンボリー

が開催されたイギリス連盟ではホームステイ

のことを Home Hospitality（ホームホスピタ

リティ）、略して HoHo（ホーホー）と呼んでい

ます。HoHo（ホーホー）の意味は「家庭で歓

待します」ということです。 

 

 スカウト運動において各国を訪問した際に

ホームステイを行うことは異文化理解・相互

理解を深めるために大変重要な機会であり、

受け入れの準備等は大変かもしれませんが、

それに勝る経験と喜びを得る機会と捉えられ

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ボーイスカウト運動の 
ホームステイについて 

 

 ホームステイは学校が行うものや語学研修

のために民間の業者が行うものまで様々な組

織で行われています。一般的な意味は前記の

“ホームステイとは”に書かれています。 

 しかし、ボーイスカウト運動が行うホーム

ステイは、ボーイスカウトならではの特徴が

あります。この特徴とはボーイスカウト運動

が世界的な運動であり各国のスカウト連盟は、

どの国においても共通の基準とポリシーに従

って運営されているということです。ホーム

ステイのプログラムも世界共通の基準をもと

に提供されているのです。 

 この特徴により私たちは安心して海外から

日本を訪れるスカウトを受入れ、また海外の

スカウト関係者の家庭でホームステイをする

事が出来る仕組みになっています。 

 

 

全員が世界スカウト機構加盟員です 
 

 海外からやってくるスカウトも指導者も全

員が世界スカウト機構の加盟員です。即ち、

スカウトの「ちかい」を約束し日々実行をち

かうという共通の基盤があります。その信頼

関係の中でこの“ホームステイ”は成り立っ

ています。 

 

無償のボランティアで行われます 
 

 宿泊や食事が有償ではなく、無償で行われ

るのが慣習となっています。しかしこれは宿

泊代、食事代を節約するために行われるので

はなく、スカウト同士が相互に文化を理解し、

スカウト精神を基に交流を図ろうとするもの

です。ホームステイが行なわれることそのも

のが「おきて」の実践そのものとなっていま

す。 

 

協力体制を得る事ができます 
 

 ホームステイを引き受けるご家庭に対して

は、所属する団、地区、県連盟というサポー

ト体制が背後にしっかりと整っています。 

 サポート体制には事前の情報提供、準備の

ための相談、期間中のさまざまなハプニング

に対する相談、また事後の報告会やレポート

などによる体験談の提供などがあります。さ
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らにホームステイ経験者がアドバイザー役と

して詳細な事柄についても気安く相談できる

体制を整えています。このような経験を生か

したホームステイに対するより良い準備を団、

地区、都道府県連盟で維持確保することによ

ってサポート体制の強化をはかっています。 

 例えば、夜には他のスカウトがその家庭に

集って大勢で遊ぶ時間を作ったり、団や地区

で行事プログラム（クリスマス会、もちつき、

花火大会、キャンプファイアなど）を提供す

ることが可能です。このようにさまざまなア

イディアでホストファミリーだけに負担がか

からないよう、また海外のスカウトに日本の

文化を多様に楽しんでもらう機会を増やすよ

うなプログラム作りや緊急時に協力する体制

が整っています。 

 

安全管理が整っています 
 

 「スカウト運動」は青少年の健全な成長を

目指す教育組織です。ここでは青少年の安全

確保を最優先することが大切だとされていま

す。これらの理由によりホームステイは基本

的に男女別の二人一組のペアで受け入れをお

願いしています。これは海外からのスカウト

に万が一何かがあった時もう一人のスカウト

が対応し、コミュニケーションできるという

理由があります。また常に指導者が連絡の取

れる範囲で待機しており、緊急時には対応出

来るようになっています。 

 海外からのスカウトが海外旅行保険に加入

しているかどうかは国によってまちまちです

ので確認してください。 

 

 

 

３．受け入れの準備と心構え 
 

受け入れ準備を進めるにあたり、団・地区・

県連盟との打ち合わせを行います。 

 

（１）外国スカウト隊が日本を訪問しホーム

ステイを行う場合、外国スカウト隊を受

け入れる母体となるのは日本連盟や県連

盟、地区や団などです。いずれの場合も

訪問を希望する国のスカウト連盟と日本

連盟が交渉の窓口となります。 

ホームステイを希望する場合、スカウ

トについての様々な情報は外国スカウト

隊を受け入れる母体（日本連盟、県連盟、

地区、団）から得られます。 

 

（２）それぞれの受け入れ母体には必ずホー

ムステイを円滑に進めるための担当者が

います。そして何か疑問な点がある場合

は、まずは一番身近な各団の団委員長に

聞いてください。そして地区や県連盟と

のコミュニケーションは団委員長を通し

てするのか、直接するのか確認しておき

ましょう。海外のスカウトが体調不良に

なったり、沈んだ様子が見えたり、ある

いは何かを知らせようとしているがコミ

ュニケーションがうまく取れない、海外

のスカウトが自隊と連絡を取りたがって

いるなどのハプニングがあるかもしれま

せん。文化習慣の異なるスカウトがやっ

てくるのです、ハプニングは必ず起きる

と思っていた方が当然であると思います。 

 

（３）ホームステイの経験者を紹介してもら

うことも非常に大切です。経験談やアド

バイスも聞けるでしょう。小さなことで

もきっと相談にのってくれるはずですし、

思わぬ事に気づかせてくれて、あとから

“こうやっておけばよかった”という事

をひとつでも減らせることでしょう。準

備期間中から受けいれの最中も心強い相

談相手になってくれると思います。 

 

（４）様々なハプニングに適切に対応するた

めには、各担当者との綿密な連絡が欠か

せません。この冊子の巻末にホームステ

イ受け入れに際して協力し合う関係者の

連絡先記入欄がありますので、ホームス

テイ受け入れの際には関係各者の連絡先

を必ず記入しましょう。 

 

 受け入れる事を決めたなら、心の準備と受

入れ準備を開始することになります。これも

ボーイスカウト運動ならではの準備と言える

でしょう。 

 

 

スカウトが主体となって準備しましょう 

 

 とかく家族、特に母親がすべての準備に奔

走しがちですが、大事なのはスカウト自身を

巻き込み、その準備に積極的に関わらせる事

です。保護者がやってしまうほうが簡単、時

間短縮になるかもしれませんが、スカウトが
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自分で準備に関わる事で心の準備も次第に整

ってくるでしょう。これは受け入れるスカウ

トに限りません。海外からのスカウトにも自

宅での手伝いをしてもらう事により一体感を

感じてもらえるでしょう。つまり準備はすべ

て海外のスカウトが来る前に済ませず、一緒

に仕事をすることも「よい経験」となること

を知っておきましょう。「おもてなし」とは「上

げ膳、据え膳」ではなく、普段の生活そのも

のを体験してもらうことなのです。 

 

家族全員で準備しましょう 

 

 これは“スカウトが主体となって準備する

こと”とは裏腹のようですが、家族の一部だ

けが準備に関わるのではなく、全員でかかわ

る事が大切です。準備する楽しさは迎え入れ

る期待感をより高め、海外のスカウトととも

に楽しくすごそう、という気持ちで家族がひ

とつになって行きます。 

 また、お子さんがすでにスカウトを卒業し

たご家庭でもホストファミリーを引き受ける

ことは可能です。さらに、すべての期間面倒

を見ることができないご家庭でも、昼の間一

緒に行動したり、夕食に招いたり、宿泊を引

き受けたりという部分的な引受も可能です。 

 

ゲストを迎える心構えについて 

 

 ホームステイは､日本人の普段の生活を外

国人に知ってもらおうとするものですから､

特別な扱いをする必要はありません｡あまり

意気込まずに､各家庭のありのままの姿で受

入れてください｡ 

 また､ホストファミリー全員が、ゲストを

“心から受入れる”ことが大切です｡もし、家

族の一人でも受入れに反対していると、その

雰囲気が自然に伝わり､ゲストに不安や緊張

を与えることになるでしょう｡ゲストにでき

る限りリラックスして滞在してもらうために

も､家族全員がゲストを歓迎する気持ちを持

っていただくことが大切です｡ 

 ホームステイを受け入れる側と送り出す側

の気持ちは鏡の両面と思ってください。受け

入れる側はどんなスカウトなのかわからない

と不安ですが、送り出す側もどんな家庭かわ

からないと不安です。 

受入側と送り出す側、お互い知りたい気持

ちは同じです。受け入れる側では、スカウト

の性別・年齢・学年・宗教・アレルギーや食

事制限の有無・趣味等を知りたいでしょうし、

送り出す側としては、ホストの職業・家族構

成・ペットの有無等が気になります。滞在家

庭の決定は通常受入側主導で行われます。受

入家庭の決定が遅れたりしますと送り出す側

は「何が原因だろう。嫌われているのだろう

か。」と不安になります。 

 

 

 

 

 

ゲストとの事前コンタクト 

 

 派遣には様々な形があり一概に言うことは

難しいのですが、受け入れるスカウトの連絡

先が分かったならば、事前コンタクトにより

意思の疎通を図ることはスムーズなホームス

テイを進めるための準備を容易にします。た

だし、相手の情報が間際にならないと分から

ない場合も多々あります。もし連絡先が分か

ったならば次のような事に気をつけてコミュ

ニケーションをとりましょう。 

 外国スカウトとのコミュニケーションには

基本的に英語が使われます。単語があってい

れば、少々文法が違っていても通じます。一

文字違えると意味が全く違う場合があります

のでスペルにはご留意ください。またメール

アドレスは、半角で間違えないように打ち込

みましょう。１文字でも間違うと届きません。 

 聞きたい内容は送り出し・受入双方ともほ

ぼ同じです。知りたい事について、まず皆様

ご自身のことを紹介してください。相手も同

様な内容の返事をしてきます。 

 

家庭などの紹介例： 

・自分のこと（名前、ニックネーム、年齢、

職業、スカウト歴、現在のスカウトにおけ

る役務、趣味、） 

・家族構成（名前、年齢、職業、趣味、ペッ

トなど） 
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・受入期間中の地区、自団、自隊等での交流

計画（計画がある場合には、歌やゲームな

ど特にお願いしたいことを連絡してくださ

い。） 

・現在の天気・気温 

 

言葉と語学力 

 

 ゲストを受入れる際、一番不安なのは､「言

葉」の問題のようです｡ 

 英語（外国語）が話せないという理由で、

ホームステイを引き受けられないと考える家

庭も多いようです。言葉が通じれば､お互いに

よく意思が通じ合い交流が深まるかもしれま

せんが､言葉がすべてではありません。 

 語学力に自信がなくても､身振り手振りや、

絵を描きながらの筆談でも､心が通じ合い、交

流を楽しむことはできます｡ 

 ゲストに自分の気持ちを伝えよう､ゲスト

の言っていることを理解しよう、という気持

ちが一番大切なのではないでしょうか。 

 

費用の負担 

 

 ホームステイの受け入れに伴う費用の負担

について､不安を感じるホストファミリーも

多いようです｡ 

 基本的には食事と宿泊の提供はしますが、

ゲストの滞在期中におけるすべての費用をホ

ストファミリーが負担する必要はありません。 

 ゲストの個人的な支出､例えば、外出時の交

通費､個人的な買い物､医療費等の費用はゲス

トの個人負担として問題ありません｡ 

 金銭のことは曖昧になりがちですので､最

初に具体的に話し合うとともに､外出を計画

する場合はどのくらい必要か事前に説明する

などして､ゲストが負担すべき費用について

ルールを決めておくことが大切です｡そうす

れば､お互いに気まずい思いをしなくても済

みます。 

 

意思表示 

 

 日本人はよく曖昧な表現しかできない、と

いわれますが､世界中にはいろいろな人々が、

それぞれの習慣で暮らしています。ゲストで

もはっきり自分の意見を言わない人もいます

し､その反対に率直に言う人もいます｡ 

ホームステイでは､違う生活習慣を持った

人同士が一緒に生活するわけですから､不思

議に思うことや理解できないことが出てくる

かもしれませんが､その疑問をそのままにせ

ず､何でも気さくに話し合うという姿勢が大

切です｡ 

 

 

 

４．家庭への受け入れ 
 

ゲストとの出会い 

 

 初めてゲストと対面する時は、だれでも緊

張するものですが、それは相手も同じです｡恥

ずかしがらず、笑顔で明るくゲストを迎えま

しょう｡ 

 言葉は通じなくても、歓待の気持ちは伝わ

るはずです｡あいさつをする時は、無理に慣れ

ない外国式のあいさつをしなくても､握手や

お辞儀で十分です｡外国人にとっては、日本式

のあいさつに興味を抱く人も少なくありませ

ん｡ 

 また片言でも相手の国の簡単なあいさつが

できると、相手にも喜ばれ､最初の緊張が少し

ほぐれるでしょう｡ 

 

家族の紹介のしかた 

 

 外国人にとって日本人の名前は､一度聞い

ただけではなかなか覚えられません。自己紹

介のときに紙に書いて渡してあげるとよいで

しょう｡また、家族の中での呼び名も教えてあ

げると､家族の一員になったような気持ちに

なり､お互いに親しみが増すでしょう｡ 

 自己紹介の時には、ひとりひとり自己紹介

をしましょう｡短い期間でも家族の一員とし

て一緒に暮らすわけですから、お互いに知っ

ておきたいこと､知ってほしいことをはっき

り伝えましょう｡ 

 趣味などの話をしたり、いろいろな質問を

する中で､会話の糸口が見つかるかもしれま

せん｡ 

 

家族の習慣･ルールの説明 

 

 滞在中､お互いに気持ちよく過ごすため、家

族の一員として生活を共にする上で､スカウ

トに知っておいてほしい習慣やルールなどが

あれば、きちんと説明しましょう｡下足で家に

入らないことはもちろん、ゴミの分別や帰宅

時間などを決めることも大切なことです。滞
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在中の交通費・スナック類などの嗜好品や出

先の入場料などの支払いは基本的に本人持ち

であることなど、ホームステイの最初にしっ

かりと話しておきましょう。 

 ただ、あまり詳細な説明をすると､相手が負

担に感じる場合もあります｡特に短いステイ

の場合は､これだけは守ってほしいという最

低限のルールを説明すると同時に、決めごと

を紙に書いて見えるところに貼ることもお互

いの理解のために有効です。 

 それぞれの異なる生活環境で暮らしてきた

者同士が一緒に生活するのですから､強制す

るのではなくスカウトの生活習慣も聞いたう

えで､無理のない程度に協力をお願いすると

いう姿勢が大切です｡ 

 

提供する部屋について 

 

 部屋は、洋風、和風どちらでもかまいませ

んが、しいていえば和風がお勧めです。しか

し、現在の日本家庭は和洋折衷ですので、様

式にこだわらずに部屋を提供してください。

場合によっては自宅のスカウトと一緒の部屋

で過ごすケースも良いと思います。過去の例

ですが、一部屋で外国スカウトと家族が一緒

に過ごしたり、寝袋でソファーを利用して寝

てもらったケースもあります。また気をつけ

ていただきたいのですが、提供する部屋及び

共用部に置いてある小物で、なくなると困る

ものは片付けるようにしてください。ホーム

ステイ期間中に物がなくなりお互いにいやな

思い出にならないようにしたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピューターの利用について 

 

 近年、世界のスカウトたちもスマートフォ

ンやパソコンを使いこなし、それらが生活の

一部となっています。スカウトにご家庭のコ

ンピューターを利用させる際に起こりがちな

のが、スカウトがコンピューターに夢中にな

り長時間利用することなどから、ホストファ

ミリーとの会話が少なくなるといった傾向が

見受けられることです。これではホームステ

イを引き受けて海外のスカウトとの交流を図

るという目的が達成できません。このことに

対応するためには、ホームステイの最初にル

ールをしっかり決めておくことが大切です。 

 これまでに有った事例として、 

① ホストファミリーのパソコンを長時間利

用し続け迷惑をかけた事例 

② ホストファミリーとのコミュニケーショ

ンを疎かにして、自国の家族や友だちと長

時間に渡りパソコンを利用してコミュニケ

ーションする事例 

③ 日本にいる自国の友人とホストファミリ

ーの知らない間に約束し、外出・旅行をす

るなどの事例 

 

 海外から来たスカウトにご家庭のコンピュ

ーターなどの利用を許可する場合は、利用可

能な時間等をあらかじめ決める事が大切です。

生活時間のルールに書き込むと良いでしょう。 

 

トイレの使用方法について 

 

 水洗トイレの使用法については良く説明し

てあげてください。ウォシュレットなどは外

国の方には馴染みのないものですから、ボタ

ンの操作など忘れずに説明してあげましょう。 

 和式のトイレでも使い方をきちんと説明す

れば､まったく問題はありません｡ （巻末資

料参照） 

 

入浴について 

 

 日本式のお風呂の入り方を教えてあげてく

ださい。各家庭で入浴設備の使用方法が違い

ますので、特にシャワーの使い方、温度設定

の変更方法などやけどをしないようにはっき

りと説明してください。 

 浴槽のお湯は家族全員が体を温め､リラッ

クスするためのもので、湯から上がる時に栓

を抜く必要がないこと、また体は浴槽の外で

洗うことなど日本人にとっては当たり前でも､

外国人には馴染みのないことがたくさんあり

ます｡言葉で伝えるのが難しい場合は､使い方

を身振り手振りで見せるのもよいでしょう。 
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 ゲストの中には､朝入浴するのを習慣にし

ている人もいます。だからといって無理にゲ

ストに合わせる必要はありません｡ 

 我が家での入浴の習慣を説明し､協力して

もらいましょう。（巻末資料参照） 

 

食事について 

 

 食事はホームステイの大きな楽しみの一つ

でもあります｡と言っても､特別な料理を用意

する必要はありません。普段の食事で十分で

す｡家族全員で楽しく食事をすることが最大

のおもてなしになります｡ 

 国の習慣や宗教､個人の体質や嗜好により

食べないもの､食べられないもの（アレルギー

など）があります｡この場合は、充分に注意し

て下さい。日本の味にどうしても慣れない人

もいますので無理強いしないでください｡ 

 食べたいものを食べたい分だけ大皿から取

ってもらうのもよいでしょう｡お好み焼きや

鍋物､鉄板焼きなど､みんなで作りながら食べ

られる料理も楽しい団欒のひと時になります。 

 ゲストにお国の料理を作ってもらうのもよ

いでしょう｡料理だけでなく､その食べ方を教

えてもらうなど､言葉は通じなくても食を通

じて気軽に異文化交流できるよい機会になり

ます｡準備､後片付けなどでお客様扱いするこ

とはありません｡本人が手伝うといえば､気軽

に手伝っていただきましょう｡成人でも男性

の方でも気にすることはありません。 

 例えば､食器を並べるのは子供の役目とい

う家庭のルールがあれば､一緒に手伝っても

らうのも良いし､料理の作り方を説明しなが

ら一緒に作るのもいいでしょう｡ちゃんと説

明して何かを頼めば､失礼になりません。 

 参加させてもらうことで､家族の一員とし

て認められているように感じ､喜ばれること

もあります｡（巻末の会話例参照） 

 

電話の利用について 

 

 結構トラブルのもとになりやすいのが､電

話です｡電話料金は後から請求がきますので、

ゲストの方が帰られてから請求書を見てびっ

くりということもあるようです｡ 

 特に国際電話、長距離電話は、できるだけ､

コレクトコール（料金着信者払い）でかけて

頂く等、料金の支払い方は明確にしておきま

しょう。 

スカウトが、海外（日本）でも使える携帯

電話を持っている場合は、その携帯電話を使

用すれば、電話代のトラブルの心配はありま

せん。 

 

 

 

５．スケジュール作り 
 

 ゲストを受入れる際に､多くのホストファ

ミリーは「滞在中はどのように過ごしたらよ

いのか」、「どこかへ連れて行ってあげないと

いけないのか」等、不安を抱くこともあるで

しょう｡限られた時間内に､いろいろな経験を

させてあげたいと計画を練る前に､いくつか

注意しておきたいことがあります。基本的に

は、ゲストの立場に立ったスケジュール調整

をすることが大切です｡ 

 「あれもしてあげたい」、「これもしてあげ

たい」、「あそこへ連れて行ってあげよう」と

一方的にスケジュールを詰め込もうとするの

は考えものです。 

ゲストの予定や意向を聞きながら一緒にプ

ランを立てると、会話もはずみ、楽しいスケ

ジュールが作れるでしょう｡ 

 また、他のホームステイ家庭との連携、隊、

団との連携したスケジュール作りをし、決し

て一家庭だけで背負ってしまって、負担とな

らないようにしたいものです。たとえば、隊

や団の通常のプログラムが行われているなら

ば、そのプログラムに参加することは大変良

いおもてなしになるはずです。季節によって

は餅つきや凧揚げなどの日本伝統の文化を体

験できますし、スカウトのセレモニー（上進

式、ちかいの式など）を体験してもらうこと

はスカウトには興味深いものとして受け取っ

てもらえます。 

 

 スケジュール作りにおいては、次の点にも

留意しましょう。 

 

安全・ゆとりある時間

配分・教育的意義・決

して無理をしないプ

ラン（お金をかけない

でもできるもの）・出

かけるだけでなく、家

庭内でできるもの・出

かけるときの、はぐれ

た際の対策（緊急連絡

先等） 
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６．病気やケガのときは 
 

（１）体調を崩したら 

 

 不安を解消する事が先ず必要です。地区・

県連盟国際委員もしくは県連盟事務局にご連

絡お願いします。同時にスカウトの指導者滞

在先に連絡をとり、スカウトと指導者が直接

話をすることが大事です。 

 その後の行程をどうするかは、いかなるケ

ースでも指導者がスカウトと話し判断します。

予定通りの行動ができないと判断された場合

は、指導者が県連盟・日本連盟と相談し対応

を決定します。 

 

（２）病気やケガ 

 

 滞在期間中に、スカウトが病気になったり、

ケガをした場合は､地区・県連盟国際委員もし

くは県連盟事務局に連絡をお願いします。同

時に指導者滞在先に連絡をとり、スカウトと

指導者が直接話をすることが大事です。 

 投薬などはアレルギー等体質に合わない場

合大変なこととなりますので軽度（頭痛、風

邪、咳など）であっても自分の判断では行わ

ず、医師の指示に従ってください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）医療費の支払い 

 

 万一、病院で治療を受ける場合､治療費の支

払いは本人か外国人引率指導者が全額実費で

支払うことになります｡海外旅行傷害保険に

加入しているスカウトもいると思いますが、

日本の医療機関で海外の保険を適用する事は

ほとんどできません。医療機関から英文で書

かれた領収書を忘れずにもらって 保管して

おくように､スカウトに伝えてください｡ 

 もし、立て替える必要が生じた場合は、地

区・県連盟国際委員もしくは県連盟担当者（事

務局）にご連絡お願い致します。外国人指導

者がいる場合には、事前にその指導者とも必

ず相談してください｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不慮のケース 

  

不慮のケース（たとえば物損等）が発生し

た場合は、大至急、地区・県連盟国際委員も

しくは県連盟担当者へ連絡して対処するよう

にお願いします。 

 

 

 

７．相手のことを知る 
 

（１）宗教 

 

 ゲストは、それぞれ固有の文化・習慣を持

っています。特に「宗教」は生活の礎となっ

ており、戒律に従って暮らしているゲストも

多いようです。 

大切なことは、さまざまな国のゲストとの

出会いを通して、お互いの文化や生活様式の

「違い」を尊重し、世界の多様性を知ること

でしょう。 

 様々な宗教観に基づく食習慣の違いがあり

ますので、覚えておくとよい事項をいくつか

紹介します。これが全てではありませんので

ゲストの信仰に関する情報や、食文化に関す

る嗜好を調べて下さい。 

 

① イスラム教  

  豚肉、ラ－ド、その加工品であるハム、

ソーセ－ジなどは食べません。お酒も飲み

ません。左手は不浄の手とされています。

犬は不浄の動物として触れません。一日に

３回から５回、メッカのある西に向き、お

祈りをします。またラマダンと言って日の
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出から日の入りまでは食事を取らない「断

食」の時期があります。 

 

② ヒンズー教  

牛肉を食べません。菜食主義者（ベジタ

リアン）もいます。左手は不浄のものとさ

れています。 

 

③ ユダヤ教 

豚肉を食べません。また、牛肉と乳製品

を同時に食べません。タコ、エビ、カニ、

貝類など、ウロコやひれまたは骨がないも

のは食べません。 

 

（２）食に関する嗜好 

 

 肉類をはじめ、卵やチ－ズなど動物性タン

パク質を口にしない菜食主義者（ベジタリア

ン）やカフェインを含む刺激物、例えばコー

ヒー、お茶なども食さない方も多くいますが、

個人差がありますので、食事について嗜好の

確認をとるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．送り出し 
 

 最終日の部屋の片づけは、外国スカウトに

忘れ物の確認もあるので、やらせるように指

導しましょう。最後まで家族の一員として扱

いましょう。 

ホストファミリー側でも出発時には忘れ物

がないか、よく確認してください｡特にパスポ

ートは必ず確認してください。 

 また、たとえ小さな物でも忘れ物があると､

どう処理したら良いか困ったりするものです｡

家を出る前にホストファミリーの方でも気を

つけてあげることが大切です｡ 

 出発の当日は、早めに準備にかかり､集合場

所へは時間の余裕を十分にみて到着するよう

心がけてください｡ 

 

おみやげ 

 

 日本ではお別れにおみやげを渡す習慣があ

りますが、外国の場合は国や個人によってさ

まざまです｡ 

「原則的にはおみやげは必要ない」と考え

てください｡家に招待し、一緒におしゃべりし

ただけで十分もてなしたことになるのです｡

ホストファミリーとの楽しい思い出がゲスト

にとって一番のおみやげになります｡ 

 どうしてもプレゼントをしたい場合は､安

価で､かさばらず､持ち運びが便利で、壊れに

くい物が良いでしょう。皆で撮影した写真や

ゲストが滞在中に使用していた日用品､手作

りの品などは、より心がこもった記念品とな

り喜ばれるでしょう｡ 

 

 

 

９．困ったときには 
 

 外国スカウト受入の場合は地区・県連国際

委員会が窓口となります。（国際委員会がない

場合は、県連盟事務局または当該の委員会が

窓口です。）文化・習慣の違い、スカウトの体

調などで「想定外」の事態も有り得ますので、

緊急連絡手段（携帯・メール等）をご確認く

ださい。 
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－受け入れ家庭からの感想－ 
 
◯ 今回の受け入れで感心するのは４年生の
息子です。いつも外国スカウトに遠慮なく完
璧な日本語で、ゲーム等します。特に説明の
必要な（私にとっては）操作も当然の日本語。
スカウト達はすぐにゲームセットすべて息子
の勝利。でも我が家に到着して 10分後には笑
いの連続でした。（名前も紹介していないの
に）この様子を見ると、“もてなさなくちゃ”
と思っていた私の気持ちは変わり、自分が、
自分も楽しまないと、もてなしたい気持ちも
続かないよな．．．と考えるのです。初日に名
前入りの家族の写真を渡したことは良かった
です。名前が覚えづらい様で、それを見なが
ら呼び掛けてくれました。 
 
◯ 初めてホームステイの受け入れを体験し
ました。とても良い思い出を家族皆で作るこ
とができ、このような経験をさせていただけ
たことを感謝いたします。受け入れ前は、何
を用意したらよいかわからず、又、どこに連
れて行ってあげようかと悩み、不安もありま
した。私は家に初めて招き入れた時、部屋の
使い方やおふろの使い方の説明をして、食事
の時、彼らに箸を一膳ずつプレゼントして、
滞在中使い、帰りには持って帰ってもらいま
した。家の中では食事の配膳や片づけ、食器
洗いを一緒にしました。2泊という短い期間と
いうこともあり、どうしても“おもてなし”
と考えがちですが、家事等少しでも家族とし
て何か手伝ってもらうことで、外国スカウト
も少々気持ちがほぐれたのではないかと思い
ます。 
 
◯ 何よりも今回私は、言葉が通じない人たち
と、こんなにも仲良くなれて、分かり合えた
ことがとてもうれしかったです。外国スカウ
トは全く日本語を話すことが出来ないし、私
も全く彼女たちの言葉を話すことができませ
ん。英語もそんなに話せるわけでもありませ
んでした。でも英単語を並べジェスチャーを
しながらお互い一生懸命伝えたいことを伝え、
理解しようと努力することで、ここまで会話 
ができることにとても驚きを感じました。 
 
◯ 普通の日本の家庭を知ってもらいたいと
思っていましたので、特別な豪華な食事は用
意しませんでした。私は仕事をしていて時間
的な制約がありますので、昼は他の家族に対
応して頂き、夕食から朝食まで我が家で引き
受けました。友人の家族の理解と協力のもと
にホームステイを引き受けたことで、外国ス 
 
 
 
 

 
 
カウトとの生活は忘れられない体験になりま
した。 
 
◯ 我が家にとって初めての外国スカウトの
受け入れで不安もありました。相手はスカウ
ト、日本の普通の家庭の姿を見て（体験）す
ればよいのだと思い、いつもの我が家を楽し
んでもらいました。 
 
◯ 一番の成果は末っ子の三男がまた、受け入
れをして他の国の人達と交流がしたいとの感
想が聞けたことです。最近は情報機器の発達
もあり、受け入れた高校生が持ってきたスマ
ホの翻訳機と片言の英語を使って、十分に意
思の伝達が出来ました。また、2人を泊めるに
は我が家の部屋は狭く申し訳なかったですが、
結果的に言葉が通じないことでのホームシッ
クも起きずよかったです。 
 
◯ 特にうれしかったことは、トランプをして
盛り上がれた事です。皆、罰ゲームで歌やダ
ンスを披露するのを避けるために、それはそ
れは必至でババ抜きを楽しみました。トラン
プをした後、急激に親しくなれた気がするの
で、絶対にお勧めします。 
 
◯ 一生懸命に折り紙をしたり、押し絵を作っ
たりして楽しかったです。言葉はあまり通じ
なかったけれど、知っている単語を並べたり、
身振りなどで伝えたい内容が伝わった時には
うれしかったです。 
 
◯ 今回初めてホストファミリーになりまし
た。会話集などを用意しましたが、会話は主
に英語でした。インターネットの韓国語翻訳
サイトで日本語を韓国語に変換しプリントア
ウトした紙を用い行動予定などを決めました。
時間などきちんと守ってほしい事は文面にし
てお互いに行き違いが無いようにすると便利
です。 
 
◯ 夫が協力的で大変助かりました。やはり家
庭の協力は不可欠です。ホームステイを通じ
て、家族みな沢山のことを学ばせて頂きまし
た。 
 
◯ 私の娘が「お母さん、私、世界スカウトジ
ャンボリーに行ってみたい。」とゲストを送り
出した帰り道に言いました。おとなしい娘な
のでビックリ。1人でも参加したいと・・・何
かつかんだのですね。こんなすばらしい経験
はないです。ぜひまた、参加させていただき
たいです。 

【 資 料 】 
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－ トイレの使用方法 － 

  

トイレットペーパーは便器に捨ててください。 

［Please throw away used toilet paper into toilet bowl.］ 

 

 

日本式 Japanese style 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋式 Western style 

 

日本のトイレには“ウォシュレット”がついています。 

［Some western style toilets are high-tech toilets.］ 

使い方はホストファミリーに聞いて下さい。 

［Please learn how to use "buttons" before you try.］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 12 - 

－ 入浴の方法 － 

 

(1) まず、洗い場にてお風呂のお湯を使って体を清潔にします。 

 ［ Rinse your body with bath water outside the tub. ］ 

 

(2) 次に洗い場にて体を石鹸にて洗います。 

 ［ Wash your body outside the tub and rinse thoroughly. ］ 

 

(3) 浴槽に入り体をあたためます。浴槽内で石鹸を使ってはいけません。 

 ［ Warm up yourself in the tub, but do not use soap in the bath tub. ］ 

 

(4) 浴後は、後から入る人のために浴槽の栓を抜いてはいけません。 

 ［ Do not pull the plug because others will use same water in the tub. ］ 
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― 簡単な英会話の例（夕食での会話） ― 

 

H: Host family  

S: 外国スカウト  

  

H: Dinner is ready!  
 ［ごはんですよ！］ 
 
H: Please have a seat. 
 ［どうぞ、座ってください。］ 
 
S: Thank you. 
 ［有難うございます。］ 
 
H: Today we're having  “Teppan−Yaki” . 
 ［今日は“鉄板焼き”にします］ 
 
H: We have Beef, Chicken, Fish and Vegetables. 
 ［牛肉、鶏肉、魚と野菜を用意してあります］ 
 
H: Is there any foods you don't eat?  
 ［食べられないものはありますか？］ 
 
S: Well, I have never eaten fish before. 
 ［いままで、魚を食べたことが有りません］. 
 
S: But, I would like to try to eat it today. 
 ［でも、今日はじめて食べてみようと思います］ 
 
H: Okay! Let’s try. I hope you like it. 
 ［そうですか。食べてみてください。お口に

召しますよ］ 
 

・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
S: What do you call this in Japanese? 
 ［これは日本語でなんといいますか？］ 
 
H: We call it “O-Hashi”  
 ［お箸と言います］ 
 
H: What are the typical country foods? 
 ［あなたのお国にはどの様な料理があります
か？］ 

 
S: We have “sauerkraut”and “sausage” 
 ［酢漬けキャベツとソーセージです］ 
 
H: Well, help yourself to anything. 
 ［ご遠慮なくお召し上がり下さい］ 
 
S: Thank you very much. 
 ［有難うございます］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事時の単語集   

 

日本語（Japanese） 英語（English） 

 箸    (Hashi) chopsticks 

 箸置き (hashioki) chopstick rest 

 炊飯器 (suihanki) rice cooker 

 小皿   (kozara) small plate 

 鍋物    (nabemono) hot pot 

 味噌汁  (misoshiru) miso soup 

 醤油    (syouyu) soy sauce 

 塩     (shio) salt 

 胡椒   (kosho) pepper 
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—— 主要連絡先一覧 —— 

 

組織・機関名など 担当者氏名など 電話番号・E-Mail など 

日本連盟   

 

所属県連盟   

 

所属地区   

 

所属団   

 

ｽｶｳﾄﾘｰﾀﾞｰ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄﾘｰﾀﾞｰ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

ｽｶｳﾄ名： ﾎｰﾑｽﾃｲ先：  

 

 

 



 

１６ＮＪ、１５ＮＪ、１４ＮＪでの外国スカウトのホームステイ実績 

 

第１６回日本ジャンボリー（１６ＮＪ：平成２５年７月～８月 ４１の国と地域６２１人） 

 

〔アジア太平洋地域〕アフガニスタン（３人）、オーストラリア（４２人）、バングラデシュ（３３

人）、カンボジア（３人）、台湾（５９人）、フィジー（３人）、香港（９６人）、インド（３人）、

インドネシア（３人）、キリバス（３人）、マカオ（１０人）、モルジブ（３人）、モンゴル（３人）、

ミャンマー（３人）、ネパール（３人）、ニュージーランド（３人）、パキスタン（３人）、 

パプアニューギニア（３人）、スリランカ（３人）、タイ（１６１人） 

〔アフリカ地域〕アンゴラ（３人）、ブルンジ（３人）、カメルーン（３人）、コンゴ民主共和国（３

人）、ガンビア（３人）、マラウィ（３人）、セネガル（３人）、トーゴ（３人） 

〔アラブ地域〕アルジェリア（３人）、スーダン（３人） 

〔ヨーロッパ地域〕オーストリア（１人）、イタリア（７人）、ボスニア・ヘルツェゴビナ（３人）、

イギリス（５９人） 

〔ユーラシア地域〕タジキスタン（３人） 

〔インターアメリカ地域〕ボリビア（３人）、ブラジル（９人）、エクアドル（３人）、ニカラグア（３

人）、パラグアイ（３人）、アメリカ（１７人） 

 

第１５回日本ジャンボリー（１５ＮＪ：平成２２年７月～８月 １０の国と地域６４３人） 

 

〔アジア太平洋地域〕オーストラリア（５人）、台湾（４８人）、香港（９６人）、 

インド（８人）、韓国（２６人）、シンガポール（５８人）、タイ（７２人） 

〔ヨーロッパ地域〕ベルギー（２人）、イギリス（１６３人） 

〔インターアメリカ地域〕アメリカ（１１０人） 

 

 

第１４回日本ジャンボリー（１４ＮＪ：平成１８年７月～８月 ３５の国と地域８８７人） 

 

〔アジア太平洋地域〕オーストラリア(８人)、バングラデシュ(３人)、ブータン(３人)、 

台湾 (５０人)、フィジー(３人)、フレンチ ポリネシア(３人)、香港(１０２人)、インド(２２人)、

インドネシア(３人)、韓国(１３４人)、中国(マカオ)(３人)、マレーシア(３人)、モルジブ(３人)、

モンゴル(３人)、ネパール(３人)、ニュージーランド(３人)、パキスタン(３人)、パプアニュー

ギニア(３人)、フィリピン(３人)、シンガポール(３人)、スリランカ(３人)、タイ(３人) 

〔アフリカ地域〕モーリシャス(３人)、ジンバブエ(３人)、タンザニア（８人） 

〔アラブ地域〕アラブ首長国連邦(３人) 

〔ヨーロッパ地域〕チェコ（６人）、フィンランド(３人)、イギリス（５１人） 

〔ユーラシア地域〕アルメニア(３人)、ロシア（１５０人）、 

〔インターアメリカ地域〕アルゼンチン(３人)、カナダ（１４）、メキシコ(３人)、 

アメリカ（２７０人） 
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